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後
か
ら
大
き
な
揺
れ
が
襲
っ
て
く
る
た
め
逃
げ
る
暇
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
東
北
・
関
東
地
方
の
広
範
囲
に
わ
た

り
、
こ
う
し
た
直
下
型
の
誘
発
地
震
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
は
首
都
圏
も
例
外
で
は
な
い
。
か
つ
て
東
京
湾

北
部
で
安
政
江
戸
地
震
（
Ｍ
６
・
９
）
が
発
生
し

（
一
八
五
五
年
）、
四
、〇
〇
〇
人
を
超
え
る
死
者
が
出

た
。
今
後
四
年
以
内
に
首
都
圏
で
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震

が
起
き
る
確
率
七
〇
％
、
と
い
う
予
測
が
東
京
大
学
地

震
研
究
所
か
ら
出
た※

。
東
日
本
の
内
陸
部
で
は
、
首
都

圏
も
含
め
て
直
下
型
地
震
が
起
き
る
確
率
が
高
ま
っ
た

の
だ
。

③
活
火
山
の
噴
火
誘
発

　

海
域
で
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
数
年
以
内
に
活

火
山
の
噴
火
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
盤
に
か
か

っ
て
い
る
力
が
変
化
し
た
結
果
、
マ
グ
マ
の
動
き
を
活

発
化
さ
せ
る
の
だ
。
た
と
え
ば
、
二
十
世
紀
以
降
に
世

界
で
発
生
し
た
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
地
震
の
後
に
は
、
ほ
と

ん
ど
例
外
な
く
近
く
の
活
火
山
が
噴
火
し
て
い
る
。

　

今
回
の
地
震
以
後
、
地
下
で
地
震
が
増
加
し
た
活
火

山
が
一
〇
個
以
上
あ
る
。
そ
の
後
、
い
ず
れ
の
火
山
で

も
地
震
は
減
少
し
、
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
今
後
の
数
年
間
は
厳
重
な
注
視
が
必
要
で

あ
る
。

　

噴
火
を
誘
発
す
る
可
能
性
と
し
て
は
、
我
が
国
最
大

の
活
火
山
で
あ
る
富
士
山
も
例
外
で
は
な
い
。
現
在
、

あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
に
見
て
も
歴
代
四
位
と
い

う
超ち

ょ
う

弩ど

級
の
地
震
だ
っ
た
。
地
震
の
特
徴
は
、
異
常
と

い
え
る
ほ
ど
余
震
活
動
が
激
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

い
っ
た
ん
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、

最
大
規
模
の
余
震
が
数
年
以
上
も
後
に
起
き
る
こ
と
が

あ
る
。
通
例
、
最
大
余
震
は
本
震
よ
り
Ｍ
が
１
小
さ
い

の
で
、
今
後
Ｍ
８
ク
ラ
ス
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
な
余

震
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
盤
が
沈
下
し
た
太
平
洋
沿
岸
部

で
は
、
新
た
な
被
害
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

今
回
の
震
源
域
の
す
ぐ
南
側
に
当
た
る
千
葉
県
・
房
総

半
島
沖
で
の
地
震
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
の

海
域
で
は
一
六
七
七
年
に
Ｍ
８
・
０
の
延え

ん

宝ぽ
う

房
総
沖
地

富
士
山
の
地
下
二
〇
㌔
㍍
に
は
岩
石
が
溶
け
た
マ
グ
マ

だ
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
直
上
の
一
五
㌔
㍍
付
近
で
は
、

マ
グ
マ
の
動
き
に
関
連
す
る
ユ
ラ
ユ
ラ
揺
れ
る
地
震

（
低
周
波
地
震
）
が
時
お
り
発
生
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
後
、
富
士
山

が
大
噴
火
し
た
例
が
あ
る
。
一
七
〇
三
年
の
元
禄
関
東

地
震
（
Ｍ
８
・
２
）
の
三
五
日
後
に
富
士
山
が
鳴
動
を
始

め
、
そ
の
四
年
後
に
宝
永
地
震
（
Ｍ
８
・
６
）
が
発
生
し

た
。
こ
の
宝
永
地
震
の
四
九
日
後
に
富
士
山
は
マ
グ
マ

を
噴
出
し
、
江
戸
の
街
に
大
量
の
火
山
灰
を
降
ら
せ
た

の
だ
。
今
後
、
富
士
山
の
地
下
で
低
周
波
地
震
や
火
山

性
微
動
が
始
ま
る
と
、
噴
火
の
準
備
段
階
へ
移
行
し
つ

つ
あ
る
、
と
火
山
学
者
は
判
断
す
る
。

　

一
方
、
富
士
山
は
地
震
計
や
傾
斜
計
な
ど
最
も
観
測

網
が
充
実
し
て
い
る
活
火
山
の
一
つ
な
の
で
、
突
然
マ

グ
マ
が
襲
っ
て
く
る
心
配
は
な
い
。
噴
火
の
始
ま
る
一

ヵ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
前
兆
と
な
る
地
震
や
地
殻
変
動
が

観
測
さ
れ
、
直
ち
に
気
象
庁
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
。
活
火
山
の
噴
火
で
は
、

地
震
の
よ
う
に
準
備
期
間
が
ゼ
ロ
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
だ
。

④「
西
日
本
大
震
災
」

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
東
日
本
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
た
が
、
私
が
も
っ
と
も
心
配
し
て
い
る
の
は
、

西
日
本
の
太
平
洋
沿
岸
で
必
ず
起
き
る
巨
大
地
震
で
あ

る
。
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
・

震
が
大
津
波
を
伴
っ
て
発
生
し
、
四
〇
〇
人
を
超
え
る

犠
牲
者
が
出
た
。
津
波
堆
積
物
の
調
査
か
ら
は
、
太
平

洋
岸
に
最
大
八
㍍
の
高
さ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と

も
分
か
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
震
源
域
の
拡
大
は
南
方
だ
け
と
は

限
ら
ず
、
北
方
の
三
陸
沖
北
部
や
北
海
道
へ
広
が
る
可

能
性
も
な
く
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
Ｍ
８
ク

ラ
ス
の
地
震
が
沖
合
で
発
生
す
れ
ば
、
地
震
と
津
波
の

両
方
の
大
災
害
が
再
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

②
陸
域
で
起
き
る
「
直
下
型
地
震
」

　

巨
大
地
震
の
直
後
か
ら
、
震
源
域
か
ら
何
百
㌔
㍍
も

離
れ
た
内
陸
部
で
規
模
の
大
き
な
直
下
型
地
震
が
発
生

し
て
い
る
。
こ
の
地
震
は
震
源
が
浅
く
、
ま
た
発
生
直

南
海
地
震
で
あ
り
、
首
都
圏
か
ら
九
州
ま
で
の
広
範
囲

に
地
震
と
津
波
の
複
合
災
害
を
も
た
ら
す
。

　

発
生
に
は
周
期
性
が
あ
り
、
約
一
〇
〇
年
間
隔
で
起

き
る
巨
大
地
震
の
中
で
三
回
に
一
回
は
超
巨
大
地
震
が

発
生
し
た
。
東
海
・
東
南
海
・
南
海
が
同
時
発
生
す
る

Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
「
連
動
型
地
震
」
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ

リ
オ
で
、「
西
日
本
大
震
災
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

発
生
の
時
期
を
年
月
日
ま
で
の
レ
ベ
ル
で
正
確
に
予

測
す
る
こ
と
は
、
今
の
技
術
で
は
不
可
能
だ
。
し
か
し
、

古
地
震
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
総
合
判
断
し
て
、

地
震
学
者
た
ち
は
二
〇
三
〇
年
代
に
は
起
き
る
と
予
測

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
タ
イ

プ
の
貞

じ
ょ
う

観が
ん

地
震
（
八
六
九
年
）
の
一
八
年
後
に
、
南
海

ト
ラ
フ
沿
い
で
仁に

ん

な和
南
海
地
震
と
呼
ば
れ
る
超
巨
大
地

震
が
起
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
私
も
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
は

次
の
連
動
地
震
が
確
実
に
起
き
る
と
考
え
て
い
る
。
西

日
本
大
震
災
が
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
経
済
・
産
業
活

動
を
直
撃
す
る
こ
と
は
必
定
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
は
日
本
列
島
の
地
盤
そ
の
も
の
を
変

え
て
し
ま
っ
た
（
拙
著
『
地
震
と
火
山
の
日
本
を
生
き
の
び

る
知
恵
』
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
参
照
）。
こ
れ
に
加
え

て
、
今
後
予
想
さ
れ
る
四
つ
の
大
災
害
へ
の
対
策
を
早

急
に
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
ご
紹
介
し
た
地

球
科
学
の
情
報
を
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

も
は
や
「
想
定
外
」
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

昨
年
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
現
在
で
も

精
力
的
に
復
興
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
私
が
専
門
と

す
る
地
球
科
学
か
ら
見
る
と
、
巨
大
地
震
を
引
き
起
こ

し
た
地
殻
変
動
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

日
本
列
島
は
地
震
と
火
山
噴
火
の
活
動
期
に
入
り
、
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

地
球
科
学
か
ら
予
測
さ
れ
る
災
害
は
次
の
四
点
。
①

海
域
で
起
き
る
「
余
震
」
②
陸
域
で
起
き
る
「
直
下
型

地
震
」
③
活
火
山
の
噴
火
誘
発 

④「
西
日
本
大
震
災
」

で
あ
る
。

①
海
域
で
起
き
る
「
余
震
」

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）９
・
０
を
記
録
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
日
本
の
観
測
史
上
最
大
規
模
で
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※国の中央防災会議は東京湾北部などでM7.3の直下型地震が起きた場合に、1万1千人の死者、 
全壊及び焼失家屋85万棟、112兆円の経済被害が出ると想定している。

地
震
と
噴
火
は
こ
れ
か
ら

ど
う
な
る
の
か
？


